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１）まず、子どもには子どもとしての認識とその発達の過程

があるのです。おとなが、無雑作に、当然のように考え

ることも、子どもにはそうではないのです。

２）ある事柄の認識というものは、１日にして成る、という

ものではありません。認識されるべき事柄の中身が、一

歩一歩獲得されていくのです。

３）ある事柄を認識するには、発達の段階というものが、か

なりはっきりと存在することがわかったと思います。

横地清の保育の基本理念

横地清「幼児を賢くする法」三一書房、1964



横地清の幼児教育書
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第２章 机上あそびと数量・図形の学びの芽生え

第１節 すごろくと数列

第２節 こま回しと円

第３節 折紙と図形

第４節 積み木と立体図形

第５節 お絵描きにおける３次元と２次元

第６節 人形作りと比

第７節 絵本よみと数・図形

第４章 自然物を使ったあそびと数量・図形の学び
の芽生え

第１節 植物の成長と長さ・形

第２節 種の収穫と数の比較

第３節 土の中の収穫と体積

第４節 生き物の飼育と形・動き

幼児期の子どものあそび・生活
第３章 身体を使ったあそびと数量・図形の学びの

芽生え

第１節 かくれんぼと位置関係

第２節 砂場と変形

第３節 かけっこと速さ

第４節 プールと浮力

第５節 ジャングルジムと空間図形

第６節 シーソーと重さ

第７節 じゃんけんと確率

第５章 食事と数量・図形の学びの芽生え

第１節 配膳と位置関係

第２節 お菓子の分割と分数

第３節 スープと温度

第４節 食材と図形
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１）幼児期の子どもはあそび・生活から学びの
芽生えへと発展

２）幼児期の子どものあそび・生活から学びの
エッセンスの抽出

３）小学校算数科の授業は、幼児期のあそび・
学びを下支えに構築

４）教員と保護者を交えた幼児教育の可能性の
追究

ま と め


